
平成２６年度多文化共生社会の形成の推進に関して講じた施策（概要版） 

【多文化共生社会の形成の推進に関する条例第２１条に基づく報告】 

 

１ 平成２６年度多文化共生施策の概要                                              

 

（１）「意識の壁」の解消  

   ①多文化共生シンポジウム開催事業（事業費：２２２千円） 

気仙沼市と共催で，定住外国人の社会参画について，就労支援をテーマとした「多文化

共生シンポジウム in気仙沼」を開催し，地域で暮らす在留外国人の社会参画について基調

講演やパネルディスカッションを行い,理解促進を図った。約９０人が参加した。 

② 啓発ツール作成事業（事業費：１８９千円） 

     第２期計画のリーフレットや啓発用パネルの作成を行い，多文化共生社会に関して県民

への普及啓発を行った。 

③ 多文化共生社会推進審議会運営事業（事業費：９５千円） 

         宮城県多文化共生社会推進審議会を開催（１回）し，前年度に講じた施策等について，

また，平成２６年度多文化共生推進事業について審議した。 

④ 多文化共生市町村等研修会（事業費：１５千円） 

           市町村職員及び国際交流協会職員を対象に，「第２期宮城県多文化共生社会推進計画の策

定について」を題材に研修会を開催した。２３人が参加した。 

⑤ 多文化共生社会推進連絡会議運営事業（事業費：３千円） 

           行政機関，地域国際化協会や国際交流団体等による連絡会議を開催し，「行政機関におけ

る多文化共生の取組推進」について意見交換を実施した。１９人が参加した。 

 

（２）「言葉の壁」の解消  

① 災害時通訳ボランティア整備事業（事業費：１６１千円） 

（公財）宮城県国際化協会へ委託し，県内で大規模災害が発生した際に，被災地からの

要請に応じ通訳ボランティアを派遣できる体制の整備を行った。ボランティアを１３３人

確保し，２１か国語での対応が可能となった。 

② 外国人向け緊急用携帯マニュアル「ヘルプカード」作成事業（事業費：２８１千円） 

日本語の理解が不十分な外国人県民に対して，病気や災害等の緊急時に，周囲の日本人に

意思表示や質問を行うことが可能となる携帯用カード「ヘルプカード」を４，０００部増刷

した。５言語（日・英・中・韓・タ）に対応する内容で，必要とする関係機関に配布した。 

 

（３）「生活の壁」の解消  

① みやぎ外国人相談センター設置事業（事業費：１，９０５千円） 

（公財）宮城県国際化協会へ委託し，外国人県民やその家族から寄せられた困りごと等の

相談に対し，必要な情報提供や専門窓口の紹介など問題解決に向けたアドバイスを行った。

２９０件の相談に６言語（日・英・中・韓・ポ・タ）で対応した。 
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    ② 多文化共生研修会の開催（事業費：３千円） 

        市町村，国際交流協会等職員を対象とした研修会を開催し，「外国人の法律問題に関す

る仙台弁護士会の活動」等について学習した。３３人が参加した。 

 

２ 宮城県多文化共生社会推進計画の評価指標における進捗状況                       

 

○評価指標１ 多文化共生啓発事業の実施市町村数 

       実績値 Ｈ２５：４市町村 ⇒ Ｈ２６：４市町村 

      （計画値 Ｈ２５：２市町村  ⇒ Ｈ３０：３５市町村） 

○評価指標２ 多文化共生に関する説明会等への参加県民数 

       実績値 Ｈ２５：０人 ⇒ Ｈ２６：  ０人 

      （計画値 Ｈ２５：０人 ⇒ Ｈ３０：７５０人 

○評価指標３ 多言語による生活情報の提供実施市町村数 

       実績値 Ｈ２５：１１市町村 ⇒ Ｈ２６：１２市町村 

（計画値 Ｈ２５： ９市町村 ⇒ Ｈ３０：１６市町村） 

○評価指標４ 日本語講座開設数 

       実績値 Ｈ２５：２７講座 ⇒ Ｈ２６：２７講座 

（計画値 Ｈ２５：２８講座 ⇒ Ｈ３０：３２講座） 

○評価指標５ 外国人相談対応体制を整備している市町村数 

       実績値 Ｈ２５：６市町村 ⇒ Ｈ２６：６市町村  

 （計画値 Ｈ２５：５市町村 ⇒ Ｈ３０：９市町村） 

 

 

○評価指標６ 技能実習生を除く外国人雇用者数 

       実績値 Ｈ２５：３，２１２人 ⇒  Ｈ２６：３，９４５人  

      （計画値 Ｈ２５：３，２１２人 ⇒ Ｈ３０：３，９００人） 

※ 上記の実績値は，計画値に合わせ，Ｈ２５はＨ２４の実績，Ｈ２６はＨ２５の実績を 

前年度（Ｈ２５）より２市町村増加した。 

前年度（Ｈ２５）から変更なし。 

実施市町村：仙台市，石巻市，名取市，角田市，多賀城市，登米市，栗原市，大崎市，柴田

町，亘理町，松島町，美里町 

【Ｈ２６より】増：角田市，多賀城市  減：山元町 

実施市町村：仙台市（12講座），石巻市（2講座），気仙沼市，名取市，角田市，岩沼市，

登米市，栗原市，大崎市，川崎町，亘理町，松島町，利府町，美里町，南三

陸町 

実施市町村：仙台市，石巻市，気仙沼市，角田市，登米市，川崎町 



用いることとしている。 

 

 
Ｈ２４からＨ２５にかけて７３３人増加（対前年増加率２２．８％） 

（※Ｈ２５からＨ２６にかけて９７人増加（対前年増加率２．５％） 


